
「タバコにお金をかける価値はあるでしょうか」 

前回、“ワーキングプア（working poor）”や生活保護を受けている人が増えている厳しい世の中にあ

って、「百害あって一利なし」のタバコにお金をかけるなんて、どうなの？という問いかけをしました。 

 

でも、厳しい状況は日本だけではありません。下の写真は、日本ユニセフ協会の HP に掲載されて

いる画像です。 

 

この子どもたちの命を守る方法として、ユニセフでは次のような支援を呼びかけています。 

 

月々２０００円の支援が、１年間で子どもの栄養不良を改善するペースト状の栄養補助食７４９袋に。 

月々５０００円の支援が、１年間で、学校で使うえんぴつとノート １３４８人分に。 

 

これに対して、残念なことに日本では、タバコに手を出してしまう中高生が、少なくありません。 

せめて皆さんは「生きるために、タバコは必要ない」ことを分かって下さい。 
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